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宮
司　

田　

村　

泰　

教

【
十
じ
ゅ
う

年ね
ん

一ひ
と

昔む
か
し】・
・
ご
承
知
の
よ
う
に
「
時
間

の
経
過
が
早
く
、
世
の
中
の
移
り
変
わ
り
が
激

し
い
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
▽
通
信
・
移
動
手

段
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
Ｉ
Ｔ
化
が
進
行
す
る

現
代
。
時
の
流
れ
の
早
さ
は
ひ
と
昔
前
と
は
比

べ
よ
う
も
な
く
、
一
年
前
の
こ
と
さ
え
、
古
い

出
来
事
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
▽
加

え
て
、
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
に
記
憶
は
薄
れ
て

い
き
、
歳
月
の
移
ろ
い
の
儚
さ
を
身
に
し
み
る

機
会
も
多
く
な
る
、
と
個
人
的
に
は
感
じ
て
い

る
。
ま
さ
に
「
月
日
は
百
代
の
過
客
」。
▽
コ
ロ

ナ
禍
が
始
ま
っ
て
三
度
目
の
夏
を
迎
え
た
。
あ

る
調
査
で
は
、
終
息
後
も
マ
ス
ク
着
用
を
志
向

す
る
人
が
半
数
を
超
え
て
お
り
、「
素
顔
を
見
せ

た
く
な
い
」
マ
ス
ク
依
存
の
方
も
増
え
て
い
る

そ
う
だ
。
僅
か
二
年
半
と
は
言
え
、
感
染
症
発

生
前
と
は
行
動
習
慣
も
大
き
く
変
容
し
、
全
て

が
元
通
り
に
戻
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
▽
一

昨
年
の
、
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
決
算

発
表
で
の
フ
レ
ー
ズ
が
胸
に
残
っ
て
い
る
。『
や

め
る
こ
と
、
変
え
る
こ
と
、
や
り
続
け
る
こ
と
』

▽
不
要
な
も
の
を
見
極
め
、
変
化
や
改
良
を
加

え
、
肝
要
な
こ
と
は
粛
々
と
続
け
る
。「
言
う
は

易
く
行
う
は
難
し
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
本
質

や
大
切
の
も
の
を
守
り
抜
い
て
い
く
に
は
、
欠

か
せ
な
い
プ
ロ
セ
ス
だ
ろ
う
。
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こ
の
度
、
東

京
都
渋
谷
区
鎮

座
の
明
治
神
宮

よ
り
転
任
し
、

四
月
一
日
付
を
以
て
太
平
山
三
吉
神
社

権
禰
宜
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
私
は
神

社
の
生
ま
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

実
家
は
富
山
県
南
砺
市
（
旧
井
波
町
）

で
代
々
、
神
殿
・
神
棚
を
専
門
に
製
造

販
売
を
し
て
お
り
、
幼
い
頃
よ
り
神
社

に
親
し
み
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。
故

郷
の
南
砺
市
は
越
中
一
宮
高
瀬
神
社
や

瑞
泉
寺
を
中
心
に
神
仏
へ
の
崇
敬
が
篤

い
土
地
柄
で
あ
り
、
宮
大
工
が
繋
い
で

き
た
社
寺
に
関
わ
る
彫
刻
の
技
法
が
基

と
な
っ
た
井
波
彫
刻
は
現
在
で
も
伝
統

工
芸
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

　

様
々
な
ご
縁
を
頂
い
て
奉
職
と
な
り

ま
し
た
が
、
私
は
こ
れ
ま
で
秋
田
県
を

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
神
宮
在
職
中
に
先

輩
に
教
わ
っ
た
趣
味
の
一
つ
に
温
浴
施

設
巡
り
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
『
第
三
次
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
』
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
、
若
者
を
中
心
に
温
浴

施
設
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
て
お
り
、

私
も
以
前
よ
り
親
し
い
先
輩
や
同
僚
と

様
々
な
施
設
を
巡
り
「
と
と
の
っ
て
」

ま
い
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
湖
や
川
、

滝
な
ど
自
然
の
水
辺
に
テ
ン
ト
式
サ
ウ

ナ
を
設
置
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
温

浴
施
設
、
特
に
サ
ウ
ナ
で
は
サ
ウ
ナ
室

の
「
暑
さ
」、
水
風
呂
の
「
冷
た
さ
」、

そ
し
て
外
気
浴
で
の「
風
の
心
地
よ
さ
」

と
感
覚
に
直
に
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の

ブ
ー
ム
は
自
然
と
の
触
れ
合
い
が
少
な

い
都
市
部
で
若
者
を
中
心
に
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、「
熱
」「
水
」

「
風
」
と
い
っ
た
自
然
に
近
い
も
の
を

手
軽
に
感
じ
ら
れ
る
温
浴
施
設
は
人
々

の
疲
れ
を
癒
し
、
楽
し
む
場
所
で
あ
る

と
と
も
に
、
身
近
な
自
然
と
の
触
れ
合

い
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
は
古
来
よ
り
人
々
に
恵
み
や
癒

訪
れ
た
こ
と
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な

く
、日
々
様
々
な
驚
き
や
発
見
が
あ
り
、

新
鮮
な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。

　

秋
田
県
に
移
り
住
ん
で
真
っ
先
に
感

じ
た
こ
と
は
『
自
然
の
豊
か
さ
』
で
す
。

太
平
山
や
男
鹿
半
島
、
そ
の
他
多
く
の

景
勝
地
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
日
常
に
お

け
る
自
然
の
身
近
さ
、
例
え
ば
暖
か
な

日
に
は
多
く
の
花
が
一
斉
に
咲
き
誇
り

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
、
夜
は

身
に
こ
た
え
る
夜
風
の
中
、
澄
ん
だ
空

に
は
多
く
の
星
が
輝
い
て
い
る
こ
と
、

昼
に
は
水
田
に
は
植
え
ら
れ
た
稲
と
水

に
反
射
し
た
空
が
田
一
面
に
広
が
っ
て

お
り
、
夜
に
は
そ
の
田
か
ら
多
く
の
蛙

の
声
が
響
き
渡
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
生
活
で
見
落
と
し
て
い
た
自
然
が

秋
田
県
で
は
非
常
に
近
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

し
、
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
神
社
に
お
い

て
は
「
神
体
山
」「
鎮
守
の
杜
」
な
ど

自
然
と
関
わ
り
な
く
し
て
存
在
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
自
然
は
人
智
を
超
え
る
も
の
と
し

て
多
く
の
人
々
に
神
聖
視
さ
れ
、
時
に

は
畏
怖
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
太
平
山
三

吉
神
社
奥
宮
が
鎮
座
し
て
お
り
ま
す
太

平
山
も
永
い
歳
月
の
中
で
数
え
き
れ
な

い
程
多
く
の
人
々
の
信
仰
の
場
と
な
っ

て
お
り
、
今
日
に
お
い
て
も
篤
い
崇
敬

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
の
残
し
て
こ
ら
れ
た
豊
か
で
大

い
な
る
自
然
を
有
す
る
秋
田
県
の
そ
の

中
央
に
聳
え
る
信
仰
篤
い
太
平
山
、
そ

の
太
平
山
を
拝
す
る
太
平
山
三
吉
神
社

で
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
な
り
ま

し
た
か
ら
に
は
一
層
の
神
明
奉
仕
に
勤

し
ん
で
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。
秋
田
県

に
移
り
住
ん
で
日
が
浅
く
、
ま
た
、
神

職
と
し
て
も
浅
学
非
才
の
身
で
至
ら
ぬ

と
こ
ろ
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が

何
卒
ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

言
挙
げ
�

ご
挨
拶

権
禰
宜
　
長
　
田
　
祖
　
治
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　今年で第11回目を迎える女性限定の登山会。秋田市のシン
ボル霊峰太平山に登り、山頂で1泊します。登山未経験の方、
初心者の方、1人でのご参加も大歓迎です（山岳ガイド同行）。
　本年も山頂での密を防ぐため、ご参加人数を限定しての募
集となります。
【期　日】令和４年７月30日（土）〜 31日（日）（1泊2日）
【集　合】午前９時　里宮
【対　象】健康な方（20代〜 40代の女性12名限定）で、体力に自信がある方
【参加費】7,000円（宿泊・食事代、初穂料、保険料、写真代等を含みます）
　　　　 ※山道の運転に自信のない方は、神社の車にて登山口へ向かいます。
【申込み】電話・FAX・メール等。7月22日締切り。担当：和田

※ご不明な点（荷物・服装など）に関しましては、担当和田迄ご連絡ください。

　

本
年
の
太
平
山
頂
上
奥
宮
並
び
に
参
籠
所
は
、諸
事
情
か
ら
例
年
よ
り
短

い
期
間
と
は
な
り
ま
す
が
、左
記
の
日
程
に
よ
り
開
所
い
た
し
ま
す
。

 

未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、神
社
主
催
行

事
は
人
数
を
限
定
し
、手
指
消
毒
や
検
温
等
を
徹
底
の
上
、利
用
者・従
事
者

の
安
心
安
全
を
確
保
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、ご
理
解
ご
協
力
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

是
非
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ご
登
拝
下
さ
い
ま
せ
。

　

※�

諸
行
事・参
籠
所
宿
泊
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、県
外
在
住
の
方
も
可
能
で

ご
ざ
い
ま
す
。

【
本
年
の
日
程
】

○
奥
宮
奉
仕
期
間�

七
月
八
日（
金
）～
九
月
十
七
日（
土
）

　

奥
宮
で
祈
祷
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
願
い
ま
す

　

※
参
籠
所（
山
小
屋
）の一般
利
用
は
九
月
十
五
日
ま
で
と
な
り
ま
す

○
開
　
山
　
祭�

七
月
十
七
日（
日
）　
午
前
十
時

　

�

里
宮
で
の
神
事
の
後
、神
人
奉
仕
に
よ
り
御
神
体
を
、太
平
山
頂
上
奥
宮
へ

お
遷
し
申
し
上
げ
ま
す
。（
神
人
奉
仕
は
県
内
在
住
者
限
定
）

○
山
ガ
ー
ル
登
山
会

�

七
月
三
十
日（
土
）～
三
十一日（
日
）

　

二
十
代
～
四
十
代
の
県
内
在
住
女
性（
限
定
十
二
名
）

○
太
平
山
登
ろ
う
会

�

九
月
三
日（
土
）～
四
日（
日
）

　

奥
宮
を
参
拝
し
、頂
上
に一泊
い
た
し
ま
す（
限
定
十
二
名
）

　

※
案
内
者
同
行
、初
心
者
歓
迎

○
閉
　
山
　
祭�

九
月
十
七
日（
土
）　
午
前
十一時

　

�

御
分
霊
を
奥
宮
よ
り
里
宮
に
還
御
申
し
上
げ
、祭
典
を
行
い
ま
す
。

本
年
の
太
平
山
　
奥
宮
奉
仕
に
つ
い
て

『山ガール登山』のご案内第11回 初心者
大歓迎

　  途中御手洗にて昼食・休憩→山頂着15：30頃　　　　  旭又着12：00頃（解散）
1 日目 2日目
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本
年
の
開
山
祭
を
左
記
の
日
程
に
よ
り
斎
行
い
た
し
ま
す
。

是
非
、
多
く
の
方
に
祭
典
へ
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

※
県
外
の
方
の
神
人
奉
仕
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　
日
　
時
　
　
七
月
十
七（
日
）　
午
前
十
時

　
　
於
　
　
　
里
宮
拝
殿

　

こ
の
祭
儀
は
古
式
に
則
り
、
里
宮
で
の
神
事
の
後
、
神
人
奉

仕
の
方
々
に
よ
り
御
神
体
を
太

平
山
山
頂
の
奥
宮
に
お
遷
し
申

し
上
げ
ま
す
。

○�

ご
参
列
の
方
は
、
七
月
十
日

ま
で
に
係　

和
田
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

○�

神
人
奉
仕
・
斉
館
宿
泊
希
望

の
方
、
神
人
と
同
行
せ
ず
別

途
登
拝
予
定
の
方
は
、
必
ず

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

○�

神
人
奉
仕
者
は
斎
戒
沐
浴
を

厳
守
下
さ
い
。

　秋田市のシンボルであり、新日本百名山でも
ある太平山に１泊いたします。清涼な山頂から
は、日本海の夕陽や満天の星空、ご来光など
360度のパノラマをお楽しみ頂けます。
　当会は、神社関係者が同行案内をしますので、
初心者やおひとりでの参加もご安心ください。
　ぜひこの機会にお誘い合わせの上ご参加下さい。

			   記

【期　日】令和４年９月３日（土）～４日（日）【１泊２日】

【集　合】午前10時40分　早めの昼食後、里宮集合　安全祈願後出発

【登山路】旭又コース

【参加費】（大人）9,500円　（中・高校生）7,000円

　　　　　交通費、宿泊食事代、保険料、写真代等を含む

【申込み】電話・ＦＡＸ・メールにて（定員12名先着順）

「太平山に登ろう会」のご案内「太平山に登ろう会」のご案内第62回

令和
４年

開開  

山山  

祭祭
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みよしスケッチ

春
季
例
大
祭
（
五
月
七
日
・
八
日
）

協
力
会
総
会
（
四
月
十
六
日
）

奥
宮
視
察
・
整
備
（
五
月
十
九
日
）

協
力
会
境
内
整
備
作
業
（
四
月
十
六
日
）

一
、
高
額
ご
芳
志

　
　
北
上
石
灰
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役

�

多
田
　
祥
茂
　
殿

奉
納
者
ご
芳
名

秋
田
食
と
芸
能
大
祭
典
（
五
月
二
十
九
日
）

　

三
吉
節
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。
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　感謝を込めて印鑑を供養するお祭

　愛着ある人形に感謝を込めてお焚き上げする神事
　（人形は９月20日よりお預かりします）

　神様の御加護と自然の恵みに感謝する例大祭
　県内外からの多くの参詣者で賑わいます

10月１日（土）
午前10時 印　章　供　養　祭

午後１時 人　形　感　謝　祭

10月16日（日） 午後６時

10月17日（月） 午前11時

秋季例大祭宵宮祭

秋季例大祭当日祭

新年を清々しく迎えるために、境内建物のすす
を払う恒例行事

１年の罪・穢れを祓い清め、心新たに新年
を迎えるための神事

新年に頒布するお札・お守りをお祓いする神事

　五穀の収穫に感謝する祭事

12月13日（火）

12月中旬

12月31日（土）

午前10時

午後２時

煤　　払　　い　　式

神符守札遷霊清祓式

師　走　の　大　祓　式

11月23日（水） 午前９時 新　　　嘗　　　祭

※毎月８日・17 日は月次祭（午前 10 時）がございます。
※各祭典ともどなたでもご参列頂けます。お気軽にお問い合わせ下さい。

令和４年　下半期主な神事予定（山関係は上記参照）

秋季例大祭 煤払い式 師走の大祓式

主　　催　太平山写生会実行委員会
後　　援　太平山三吉神社総本宮
参加申込　�当日若しくは事前応募（６/20日〜７/８）
参加対象　幼児、小・中学生、保護者
写生対象　�太平山及び神社建物、境内からの風景など
様　　式　水彩、クレヨン、パステルなど自由
審　　査　市内小・中学校の先生
表　彰　式　８月20日（土）午前９時
　　　　　於：太平山三吉神社齋館
　　　　　入賞者に賞状と副賞を授与
※�当日はマスクを着用し、三密を避けてご参加ください
皆様のご参加をお待ちしております！

協賛予定　秋田魁新報社・秋田中央郵便局・

　　　　　東日本電信電話㈱秋田支店・秋田銀行広面支店・

　　　　　北都銀行広面支店・秋田信用金庫広面支店・

　　　　　秋田県信用組合東支店・株式会社マルシン・

　　　　　一ノ関時計店・花のヤマト・株式会社ぺんてる・

　　　　　㈲木曽塗装・汎山書道教室（順不同）

展示予定　�秋田中央郵便局・秋田銀行広面支店・

　　　　　秋田県信用組合東支店・北都銀行広面支店・

　　　　　秋田信用金庫広面支店

第37回 太平山写生会
令和４年7月９日（土）午前9時神社集合（雨天開催）。


